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照明に関する規格・基準の調査および JIS 規格の制定や改正の原案作成、学会技術規格、技術指針の策定を行っています。 定期刊行物の編集・発行

会員向けの「照明学会誌」を発行しています。照明学会誌ポータルサイト[https://ebook-portal.jp/jieij/]をご覧ください。

尚、学会誌の記事を読むためには、会員IDとPWが必要です。特集資料をメインに照明のデータシート、会議報告などを

掲載しています。英文の論文を掲載する英文誌と和文の論文を掲載する論文号も年1回発行しております。

研究助成

照明およびその関連分野に携わり、学術の発展や技術の向上に寄与している大学や高専の方々を対象に研究活動を支援し、研究者の

育成をはかるため、毎年研究助成を行っています。

事業活動

全国大会・支部大会・研究会・講演会・見学会など

全国大会は年１回開催し、会員の論文発表、シンポジウム、講演、表彰式、懇親会などを行っています。

各支部においては、支部大会の他、講演会、見学会なども頻繁に開催しております。

また各分科会・委員会主催でも公開研究会を盛んに行い、会員に研究成果を

発表する場を提供し、新しい知識の普及に努めております。

他学会などとの関連

国内海外の学協会などと協力・協定を結び、会議の開催、

学術交流を行っております。また関連学会の会員は、

相互入会金の免除などを行っております。

研究・調査活動   

分科会、研究調査委員会、特別調査委員会などのグループによって、照明に関する広い分野の研究・調査を行っています。分科会は、光源･照明

システム、視覚･色･光環境、照明デザイン、照明普及の４つに分かれています。各研究テーマについて研究し、その研究成果は、公開研究会

などによって社会に伝達されます。 研究調査委員会は、時代即応のテーマについて研究・調査を行い、その成果を学会誌や出版物を通じて

一般の方々に発表しています。特別研究委員会は、学会外の各方面から委託されて研究・調査を行い、広く社会に貢献しています。 

学会誌特集企画 ( 2023.5月号含む過去10号）
・2023.5 照明学会倉庫に眠っていた古文献
・2023.3 直流給電が切り開く照明デザイン
・2023.1 国内外で評価された照明デザイン2022
・2022.11 照明学基準関連ＪＩＳの改正
・2022.9 照明年報
・2022.7 教育，協働，技術　～照明で盛り上がる関西
・2022.5 スポーツ施設の照明　～東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会～
・2022.3 農業分野における計測とその応用
・2022.1 国内外で評価された日本の照明デザイン2021
・2021.11 東日本大震災から10年～住宅照明の今と未来を考える

通信教育

照明関係の業務に携わっている方、一般の方々を対象に通信講座を開設しています。40 年以上続く照明教育のパイオニアです。

・照明基礎講座「照明コンサルタント   」　　照明の基礎知識を身につけ、照明計画の提案やコンサルティング能力を養います。

   
1980年以来、約7万名の受講実績、有効期限5年間、更新認定により5年間認定が延⾧されます。

・照明専門講座「照明士   」　　照明に関する高度な専門知識を持つ照明のスペシャリストを養成しています。

   
1985年以来、10,000 名超の受講実績、認定には照明学会への入会が必要です。(会員である限り資格は有効)

・詳しいご案内を用意しております。下記までお問い合わせください。　　　　

　通信教育担当　education@ieij.or.jp   ℡ 03-5294-0105  ( 平日 10:00 ～ 17:00)  

Ⓡ

Ⓡ

海外：米照明学会 (IES),  韓国照明・電氣設備学会 (KIIEE), 

             中国照明学会 (CIES),  豪州・ニュージーランド照明学会 (IESANZ),

　　　 FAST-LS,  Lux Pacifica, Asia Lighting Commission

国内：電気学会 (IEEJ), 映像情報メディア学会 (ITE), 

             電子情報通信学会 (IEICE), 情報処理学会 (IPSJ)

「電気・情報関連学会連絡協議会」照明学会と上記関連 4 学会で構成

個人会員について

　・研究成果を発表できます。     

　・分科会、研究調査委員会などに参画することができます。

　・照明学会誌が配布されます。（終身会員を除く）

　・照明学会関連図書、英文誌を会員価格で購入できます。

　・各種表彰制度を活用できます。

　・関連学会の会員は相互に入会金が免除されます。

　・メールマガジンの配信が受けられます。

　・照明士   の認定が得られる「照明専門講座」の受講が可能です。

入会お手続きについて　

「入会申込書」「預金口座振替依頼書」など申込用書類をお送りいたします。　

     会員管理担当　membership@ieij.or.jp 

　　　　　　　     ℡ 03-5294-0101  Fax 03-5294-0102   

照明学会とは…

照明学会は 1916 年（大正 5 年）に創立され、我が国における照明技術の発展や照明知識の普及に大きく貢献してま

いりました。現在、照明学会は光源・照明システム ( 自動車用、IoT、SSL、LED 他 )、視覚、光計測、建築と光環境、

光と生体、照明デザイン、光計測、地球環境とエネルギーなど、光に関するハード・ソフト・デザインの幅広い分野

で研究・調査・情報交換・表彰・研究助成を行っています。

概要

沿    革　　　　　1916(大正 5 ) 年 11 月 29 日　 創  立

　　　　　　　　1923(大正 12 ) 年 3 月 21 日　社団法人認可

　　　　　　　　2012(平成 24 ) 年 4 月 1 日　   一般社団法人へ移行登記

会　⾧　　　　　古莊雅生（大島商船高等専門学校学校⾧･神戸大学名誉教授）

役　員　　　　　会⾧以下理事 21名　監事 2 名　(支部⾧ 9名)

社　員 ( 代議員）     8 8 名

所在地　　　　　〒101-0048　東京都千代田区神田司町二丁目

　　　　　　　　　　　 　　　8 番 4 号 吹田屋ビル 3 階

支　部　　　　　全国 9 支部

委員会数　　　　約 60

事務局　　　　　職員数 14 名

会　員　　　　　個人会員　5,575名　　賛助会員　218社

Ⓡ

業種別

年齢別

支部別

規格・指針の作成

表　彰              

毎年、照明の学術および技術の進歩発達や普及に貢献された方々に各賞を贈呈しています。

・賞発開術技明照・賞励奨究研・賞文論・賞ンイザデ明照・賞明照本日・賞会学明照・ 照明施設賞（旧照明普及賞）

国際活動

海外の学協会などと照明に関する学術交流を行い、照明の科学と

技術に関する国際シンポジウム、ルクスパシフィカ、アジア・

ライティング・カンファレンスなどの開催に協力しています。

　　　　　　　　2016(平成 28 ) 年 11 月29 日    創立100周年
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個人会員数推移（年度末）(人)

  7％ 製造業

  50％

電気事業
工事 6%

学生

デザイン
装飾関係 4％

照明設備
設計 2％

建築
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不明 2％研究 1％
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11％

その他
  9％

流通
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東 京   
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中 国  4％

東 海  
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